
1.「土耳古畫觀の土耳古観」と「トルコから見た山田寅次郎」

2月10日（金） 2017年 19:00～20:30
講師 : セルチュク・エセンベル 　（ボスポラス大学教授、日本研究学会会長）

ご自身がトルコ語翻訳された「土耳古畫觀」を本年度トルコで出版予定です。
トルコ人から見た寅次郎の土耳古畫觀とは、そして寅次郎とは？

◯ せるちゅく えせんべる＿国際基督教大学およびジョージワシントン大学（米国）にて歴史学学士号取得後、1969 年にジョージタウン
大学（米国）にて修士号（日本語及び言語学）、1981 年にコロンビア大学（米国）にて博士号（日本史）取得。1982 年～ 1985 年ボスポ
ラス（ボアジチ）大学助教授、1997 年より現在に至るまで同大学教授（1994 年～ 2003 年は歴史学科長）として若手研究者の指導にあ
たるほか、日本の大学との学術交流にも熱心に取り組んでいる。1993 年トルコの日本研究学会創設に参加、2002 年より会長を務める。
2007 年 秋の叙勲「旭日小綬章」を受章。

2.「山田寅次郎の住んでいたオスマン帝国とはどんなところでしたか？」

2月11日（土） 18:00～21:00

当時の社会、美術など知りたいことがたくさんあります。エセンベル先生を囲み、各分野の研究者をお招きし、19世紀のオスマン帝国にタイムトリップいたします。

山田寅次郎研究会 2017

講 演

講 演 &シンポジウム

第一部  講 演    18:00～

「スルタン・アブドデュル・ハミト二世と日本美術」
講師 : ヤマンラール水野美奈子  （元龍谷大学教授）

◯ やまんらーるみずのみなこ＿元龍谷大学教授・NPO日本トルコ交流協会代表・国際トルコ美術史学会常任理事

1944年東京都生まれ。 慶應義塾大学文学研究科修士課程修了 イスタンブル大学にて文学博士号取得

「帝国末期のイスタンブル都市社会」
講師 : 坂本勉（慶應義塾大学名誉教授）　 
◯ さかもとつとむ＿1945年生まれ。 69年 慶應義塾大学文学部卒業、75年同大学院博士課程単位取得退学、74年より同文学部にて中東

イスラーム社会史を講じ、2011年定年により退職、現在慶應義塾大学名誉教授。主要著書として『トルコ民族主義』、『イスラーム巡礼』、『ペル

シア絨毯の道』、『イスタンブル交易圏とイラン』等がある。

「山田寅次郎来土時のオスマン帝国と西洋化する社会」
講師 : 鈴木董（東京大学名誉教授） 

◯ すずきただし＿東京大学名誉教授、トルコ歴史学協会名誉会員

2017
□ 全2回 参加費： 3,500円    ｜    □ 単回 参加費： 各2,500円       
※ ご入金の方へチケットを開催日3日前までにE-mail又はFaxにてお送りします。 〔ワタリウム美術館会員割引有り〕

ご参加の方は、申込書〈希望の回、氏名、連絡先（住所/電話番号/E-mailアドレス又はFax番号）〉をE-mail:order@watarium.co.jpまたはFax:03-3405-7714へお送りください。
同時に下記の口座へ参加費をお振込ください。（申込書や受領確認の返信はいたしません。定員を超えた場合のみ連絡させていただきます。）

2015年にスタートした「山田寅次郎研究会」は今年で三年目を迎えます。
本年度は、トルコの日本研究の第一人者セルチュク・エセンベル先生をお招きした二日間連続の
スペシャル・バージョンです。二日目の寅次郎がいた頃のオスマン帝国の背景を様々な角度から
知る講演&シンポジウムは必聴です。

なお、2017 年秋にワタリウム美術館からイスタンブルへ夢を広げる研修旅行も計画中です。
詳細が決まり次第発表いたします。

 第二部  シンポジウム    19:30～ 

出演 : セルチュク・エセンベル、ヤマンラール水野美奈子、

      坂本勉、鈴木董


